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府中市教育委員会会議録 

１ 開会の日時 
令和６年８月２２日（木）  教育センター 会議室 
（令和６年第９回）     １３時３０分 開会 

 
２ 出席委員 

荻野教育長、高橋委員、和知委員、藤井委員、森山委員（５人） 
 

３ 委員以外の出席者 
大川教育部長 大森教育政策課長 宮田学校教育課長 
和田教育政策課教育推進係長 松本学校教育課管理係長 津田学校教育課主査 
 

４ 会議に付した議案の題名 
第２３号 令和５年度府中市一般会計歳入歳出決算認定について 

（教育委員会の所掌に係るものに限る。） 
第２４号 令和７年度使用教科用図書のうち特別支援学級において使用する教 
     科用図書の採択について 

 
５ 審議の大要並びに結果の概要 

議案２件について審議を行い、同意の議決を得た。 
 
６ 議決事項 

議案第２３号 承認  議案第２４号 採択 
 

７ 協議事項 
なし 
 

８ 報告事項 
（１）荻野教育長 

・府中学園の表敬訪問について 
（２）大川部長 
（３）教育政策課 

・賑わいづくり特別委員会（８/５）について 
・歴史資料館運営審議会（８/７）について 
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・府中市備後国府跡調査研究指導委員会委員の改選について 
（４）学校教育課 

・学校の状況等について 
・第１９回小中一貫教育全国サミットの進捗状況について 
・ＡＬＴの紹介 
 

９ その他 
なし 
 
次回  令和６年９月２４日（火）午後１時３０分～ 
次々回 令和６年１０月２４日（木）の週で調整 

 
１６時１１分 終了 

 
         会議録署名者  委員 
 
 
                 委員 
 
 
                 書記 
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教育委員会会議（９回） 

 

教育長   それでは、皆さん、こんにちは。８月８日の中学校及び義務教育学校

後期課程の教科用図書の採択に関わりまして、長時間にわたり御審議を

いただきましてありがとうございます。改めて来年の中学生の教科用図

書の採択の重要性を感じたところです。 

      本日は、次年度の特別支援学級に進学予定の児童生徒が使用する教科

用図書の採択の議案がございますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

      さて、いよいよ来週２６日から府中市立学校の２学期がスタートいた

します。翌日の２７日から３０日までは市内でキャリア体験学習が開催

される予定でございまして、中学校２年生、府中学園で言うと８年生、

府中明郷学園は７年生の生徒が市内各所でキャリア体験学習に臨むわ

けですけれども、市内の９０を超える事業所に今年度の受入れをいただ

く予定となっております。来週、町なかで中学生を見かけたらぜひお声

がけをよろしくお願いいたします。 

      また、和知教育委員におかれましても受入れていただくということで

どうぞよろしくお願いいたします。 

      それでは、本日も少し時間を要する案件がございますので、早速令和

６年第９回の教育委員会会議を開会いたします。 

      会議録署名者の指名をいたします。 

      藤井委員、和知委員、よろしくお願いいたします。 

      （はいの声） 

教育長   それでは、会議録の承認に入ります。 

      前回の会議について事務局の報告を求めます。 

      和田係長。 

和田係長  それでは、失礼いたします。令和６年第８回会議について報告いたし

ます。 

      第８回会議は、令和６年８月８日木曜日１３時００分から、教育セン

ター会議室において、教育長、教育委員全員と、大川教育部長ほか事務

局５名の出席で開会いたしました。 

      議案１件で、令和７年度で使用する教科用図書の採択に関わるもので

した。 

      会議の冒頭で、教科用図書の採択に関わる議案について、会議の公開・

非公開の取扱いを確認し、委員全員の同意により、会議を公開すること
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に決しました。 

      その議案第２２号 令和７年度中学校及び義務教育学校後期課程で使

用する教科用図書の採択について、１６種目ごとに審議を行い、採択い

たしました。傍聴者は 9 名でした。 

      報告事項として、教育部長から第１９回小中一貫教育全国サミット in

びんご府中の二次案内を送付したことについて報告がありました。 

      次回開催日程を確認し、会議の全てを１６時５０分に終了しておりま

す。 

      以上でございます。 

教育長   それでは、会議録の承認を求めます。御異議ございませんでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。よって、会議録を承認いたします。 

      それでは、本日の議案に移ります。 

      本日の議案は２件で、９月市議会定例会に提出される議案について、

府中市長から意見聴取を求められているものが１件、そして、特別支援

学級で使用する教科用図書の採択に関わるものが１件でございます。 

      ここで、会議の公開・非公開についてお諮りしたいと思います。 

      本日の議案のうち、議案第２４号は、令和７年度使用教科用図書のう

ち特別支援学級において使用する教科用図書の採択についてでござい

ます。 

      この議案については、児童生徒一人一人について必要な支援の状況に

基づき審議するものでございますので、この議案については非公開にし

たいと考えますが、いかがでしょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   非公開とすることに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

      （挙手） 

教育長   ありがとうございます。出席委員の３分の２以上の同意を得ましたの

で、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項の規定に

より、議案第２４号の議事は非公開といたします。 

      本日の会議は、議案第２３号の審議をした後に、まず協議、報告事項

を受けます。その後に議案第２４号の審議を非公開で行うことといたし

ます。 

      それでは、議事に入ります。 

      議案第２３号 令和５年度府中市一般会計歳入歳出決算認定について

（教育委員会に所掌に係るものに限る）を議題とします。 
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      提案説明をお願いいたします。 

      大森課長。 

大森課長  それでは、議案第２３号 令和５年度府中市一般会計歳入歳出決算認

定について、御説明させていただきます。 

      お手元に資料がございます。よろしいでしょうか。 

      それでは、決算資料のほうから説明させていただきます。 

      ３ページです。 

      これは、歳入歳出決算の構成としまして、府中市全体の歳入歳出の決

算部分でございます。 

      上の円グラフは歳入です。これは歳入全体で２３６億９,２８７万  

９,０００円。令和４年度と比較しまして４．６％増、１０億円増となっ

ております。 

      下の円グラフが歳出です。２２９億５,２６０万４，２００万円。これ

も令和４年度比５．６％増、約１２億円増というふうになっております。 

      歳出のその円グラフを見ていただきますと、教育費約２２億円、全体

の９．６％を占めております。前年では約８％を占めておりました。 

      令和４年度と比較しまして、教育費、約４億７,０００万円の増加とな

っております。これにつきましては、学校の空調整備、社会体育費です

けども、上下運動公園の人工芝の工事費、この増加が主な要因でござい

ます。 

      続いて、５ページをごらんください。同じく円グラフが書いてありま

す。歳入性質別構成と義務的経費の推移というものです。 

      決算の構成ですけども、一番多いのは義務的経費４４．３％、その中

には扶助費、これは給付金などの扶助が全体の１９．６％、それに続い

て人件費が１４．９％、公債費、起債の借金の返還などを含めまして義

務的経費が全体の約４４．３％を占めているという状況でございます。 

      続いて、教育費の内訳について説明させていただきます。 

      資料の１１ページ、１２ページをご覧ください。 

      １０款教育費のところを見ていただきますと２１億９,３９４万  

７,７４７円、これが教育費の決算額でございます。 

      この中には、市長部局で管理しております社会体育費の４億１,３２

５万６,５８８円も含まれておりますので、それを除く額が教育委員会

での執行額になると考えていただければと思います。約１７億８,００

０万円が教育委員会関係の決算額でございます。 

      １１ページに戻っていただきまして、教育費は１項の教育総務費、小
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学校費、中学校費、社会教育費、学校給食費、こういう構成となってお

ります。 

      では、個別に説明します。 

      教育委員会関係だけ載っておりますけど、２２１ページ、２２２ペー

ジをごらんいただきたいと思います。 

      この表ですけども、１０款教育費の中には教育総務費とか、先ほどの

小学校費、中学校費とありますが、この教育総務費の中にも１目教育委

員会費、２目事務局費というのがございます。 

      この内訳ですけれども、教育委員活動に要する経費として、２２１万

７,１３０円、これは教育委員活動に係る報酬等でございます。これは昨

年とほぼ同額でございます。 

      続いて、２目の事務局費ですけれども、備考欄を見ていただきますと、

この事務局費といいますのは００１教育長の人件費から００２職員人

件費、そして、００３の一般事務経費とこうした構成になっております。 

      続いて、２２５ページ、３目の教育振興費でございます。決算額が２

億４,９７３万３，６１１円、この内訳でございます。００１外国語指導

助手招致事業に要する経費、ＡＬＴに要する経費でございます。これは

昨年、令和４年度まで３名だったのが昨年１２名に増えたということで

す。ＡＬＴの関係で４,３３６万９,６９９円。令和４年度比で   ２

３８％増、約２,５００万円の決算増となっております。 

      続いて、００２一般事務経費８,６４８万２,０００円をはじめ、下の

ほう、修学援助費０１４の小中一貫経費ですが、０１７の遠距離通学の

バス通学の経費、キャリア教育ですとか、コミュニティスクールの経費

という教育振興費の構成になっております。この教育振興費は前年度比

７．６％増、約１,７６０万円の増額となっております。 

      ５目の特別支援教育振興費３,６５６万５，３１４円の決算額ですけ

ども、これは特別支援教育に要する経費として執行しております。 

      続いて、２項の１目学校管理費、小学校の学校管理費でございます。

決算額は２３１ページの真ん中辺りですけども、支出総額３億    

６,１８９万６,７２６円、前年度比、令和４年度比に比べますと   

１２７％、約２億円増でございます。この２億円増といいますのは、主

には小学校の工事費の増額によるものでございます。 

      支出の小学校費、学校管理費の主な支出額の項目ですけども、右の備

考欄、００４の小学校管理に要する経費２０１億８１１万５,７００円

となっておりますが、これは学校医の報酬ですとか、らんさぽの謝礼、
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また光熱水費４,４５８万１,０００円と上げておりますが、昨年電気代

の高騰というのが続いていたんですけども、今年は前年に比べて約７％

減、３００万円ぐらいの減となって、電気代が少し一旦落ち着いている

というふうな状況でございます。 

      続いて、００５小学校施設管理経費２億５,３７８万５,４０５円、こ

れが先ほど言いました、昨年と比較して２億円ぐらい増えているのは、

ここの工事費の関係です。営繕工事費というのが１億２,８７７万  

１,３００円、改修工事費、これが９，２００万円と上げております。 

      営繕工事については、上下北小学校のトイレの改修に約７,２００万

円、南小学校の屋上防水工事で約２,４００万円。改修工事の９,２００

万円は特別教室の空調工事９，３００万円等、そうした工事費を計上し

ているものでございます。 

      続きまして、２３３ページ、３項の中学校費、１目の学校管理費、中

学校の学校管理費を見ていただきます。 

      先ほどの中学校管理費は１億２,１３２万６,０００円で、昨年度、令

和４年度と比較して１３％減というふうになっております。 

      ００２中学校管理に要する経費６,３０１万７,６３３円。これも小学

校と同じように主なものとしましては学校医報酬ですとか、部活動の指

導員の報酬です。光熱水費２,７７４万４,８３４円、これは小学校と同

じように約６％減、１５０万円ぐらい減って落ち着いている状況です。 

      続きまして、００３中学校施設管理経費５,８３６万,５４８円、前年

度に比べまして約１,７００万円の減額です。ここに上げている営繕工

事費４,６５２万８,６００円は、特別教室の空調工事を執行しているも

のでございます。 

      続きまして、２３７ページ、４項の１目社会教育総務費、社会教育費

全体でいいますと、ちょっと右のほうを見ていただいて２３８ページの

中段辺りの支出済額のところ４億３,１１０万２,４２９円です。これは

令和４年度と比べまして２８％、約９,５００万円社会教育費が増えて

おります。これは公民館の営繕工事が４,０００万円を超えて増、文化財

の土地取得費につきましても同じく４,５００万円ですので、この２件

で約９,５００万円増えているというような状況です。後ほど説明しま

す。 

      ２３８ページを見ていただきますと、００１職員人件費でありますと

か、２ページを見ていただいて決算の数字と様々な活動に要する経費で

あります。生涯学習推進に要する経費ですとか、生涯学習センターの管
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理に要する経費など、そうした金額を執行しております。 

      続いて、２４１ページをご覧ください。 

      ２目の青少年育成費がございます。また続いて３目の地域集会所費、

４目の公民館費、この公民館費の決算額は１億１,３１１万５,０６４円、

令和４年度比６４％増、先ほど言いました公民館の改修工事の関係です。 

      ２４４ページを見ていただきますと、００１公民館運営管理に要する

経費６,９００万円とあります。下のほうの営繕工事費、先ほど言いまし

た工事費を計上しております。 

      ００２の公民館事業に要する経費につきましては、公民館の館長の人

件費等を計上しています。 

      続いて、２４５ページを見ていただいて、６目の文化財費でございま

す。文化財費が支出済額が１億３,０３６万５,１２０円、令和４年度比

７５％増の約５,６００万円程度を上げております。 

      ２４６ページ右下辺りから文化財の内訳になります。００１文化財業

務に要する経費１億３,０００万円になっておりますが、用地取得費 

２,８２１万７,２２７円、これは金龍寺東地区の土地の購入でございま

す。約８割は国から補助が出ております。 

      続きまして、２４９ページの社会体育費、これにつきましては市長部

局のほうですので割愛させていただきます。 

      続いて、２５３ページをご覧ください。 

      ２５３ページは学校給食費でございます。学校給食費の決算額は３億

３,６４６万９,７０９円となっております。 

      ２５６ページ、右上、００３学校給食運営に要する経費、これが３億

５９５万９,３２６円、上から６行目、光熱水費というのがございます。

昨年まで高騰が続いておりましたが、令和５年度は２,５４９万   

３,０００円ですけども、昨年度と比較しまして約１２０万円の減では

ありまいますが、やはり同じように続いております。 

      燃料費につきましても、１,３３９万９,５６７円かかっています。こ

れも令和４年度に比べて落ち着いてきています。 

      しかしながら、賄い材料費が１億５,７２４万９９９円、これは前年度、

令和４年度比としまして６％の増、約８,９００万円程度の賄い材料費、

これは物価高騰の影響は依然大きくなっているという状況でございま

す。 

      その少し下、学校給食調理配送業務委託料９,５７７万３,７６０円、

これは学校給食に係る業務委託料、年間約１億円程度支出しているとい
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うような状況でございます。 

      また、主要施策の成果の報告に関する説明書等、またこれは御一読い

ただければと思います。 

      決算関係の教育委員会の所掌に係るものの説明は以上でございます。 

教育長   ただいま事務局から提案説明がございましたけれども、御質疑があれ

ばお受けをいたします。いかがでしょうか。 

      では、私のほうから。最初９．６％、一番冒頭に全体に係る教育費の

割合が９．何％ということでしたか。 

大森課長  ９．６％。 

教育長   ９．６％となっておりましたけど、途中でその教育費の中には社会体

育費のようにスポーツに係る予算が含まれているということ、約６億円

ですね、それを加味すると１７億円という話だと思うんですけど、それ

で何％になるわけですか。 

大森課長  ７．４％ぐらいです。 

教育長   ほかに御質問等はございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

      （はいの声） 

教育長   それでは、採決をいたします。 

      原案のとおり承認をいたしたいと思いますが、御異議ございませんで

しょうか。 

      （異議なしの声） 

教育長   御異議なしと認めます。よって、議案第２３号を承認といたします。 

      続いて、協議、報告事項に入ります。 

      皆さんから、協議事項について何かございませんでしょうか。 

      （なしの声） 

教育長   それでは、報告事項に移りたいと思います。 

      まず、私のほうから報告をいたします。 

      本日は１点、報告をさせていただきます。 

      昨日、府中学園の軟式野球部と吹奏楽部の生徒による教育長訪問がご

ざいました。以前は教育委員会会議でも軟式野球部が県大会に準優勝し

て中国大会に出場するという報告はさせていただいたんですけれども、

その後、結果も含めて表敬訪問という形で来ていただきました。 

      まず、軟式野球部ですけれども、中国大会では広島県の代表として出

場して、初戦、島根県の代表の大社中学校という、今年高校野球で話題

になった大社高校の中学校と対戦をしまして、見事１０対５で勝利をし

たということでした。その時点でベストエイト８になったということで
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す。初戦に勝ったということは、私の聞いている範囲では過去にないと

いうすばらしいことだったんですけど、その次の準々決勝では、山口県

で前大会で優勝した末武中学校というところと７対０で敗れたという

ことで、結果としてはベスト８という結果となりました。 

      表敬訪問では、県大会で自分たちが打撃に課題があるということで、

この夏、県大会が終わってからずっと打撃の練習をしていたと。その課

題の克服が中国大会では生きたということで、地区大会でも県大会でも

あまり点が取れないというのがチームの課題ではあったんですけど、 

１０点が取れたということで一生懸命努力したんだなというふうに感

じました。 

      表敬訪問では、私のほうから「野球の神様がいると思いますか」とい

う質問をしたんですけど、全員が手を挙げていました。日頃から掃除と

か、一生懸命プレーするということがそういうﾎｳﾑﾆﾀﾞｹﾐﾂｹﾀ生きてきた

という言葉もありました。 

      もう一つ、吹奏楽部ですけれども、昨年県大会の出場は果たしたもの

の、６０を超える学校のうち６位という結果で惜しくも中国大会出場は

ならなかったんですけれども、今年度、第６５回の広島県吹奏楽コンク

ール小編成部門では金賞に輝きまして、６６校中２位という結果で見事

中国大会出場を決めました。中国大会出場は実は第３回大会で出場して

以来６２年ぶりの快挙であったということです。 

      なお、６５回全日本吹奏楽コンクール中国大会というのは２５日、今

週ですね、２５日に島根県民会館で行われる予定で、中国地区の代表 

１１校で演奏が行われる予定であります。 

      表敬訪問では、ふだんから先輩、後輩とのコミュニケーションを大切

にしているということであったりとか、お互い尊敬し合えていることが

一体感につながっているという言葉もありました。 

      表敬訪問の中、顧問の先生とも少しお話をしながら、以前より楽器が

なかなかいいものを購入できないというところで、楽器のよさでそうい

う演奏のよしあしも決まってくるということで、レベルが高くなればな

るほどそういう影響があるという話もあったんですけれども、今現在レ

ンタルして、期間限定でレンタルをさせていただいて対応しているとい

うことでございました。２５日ということで、表敬訪問がちょうど午前

の１１時からだったんですけれども、朝の８時半から３時まで毎日練習

しているということで、本当に練習を一生懸命されている生徒さんでし

た。 
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      改めて子供たちの努力の積み重ねはもちろんですけれども、当日引率

で来られていた顧問の先生であったりとか、また保護者の支援があって

の結果ではないかなというふうに感じました。 

      スポーツ、そして、芸術振興に対する支援を何とか充実させていきた

いなというふうに考えてございます。 

      私からの報告は以上でございます。 

      続いて、事務局から報告をお願いいたします。 

      教育政策課長。 

大森課長  それでは、教育政策課から、文化財関係を３件、資料１、２、３とあ

ります。１点目、賑わいづくり特別委員会の報告でございます。 

      この賑わいづくり特別委員会といいますのは、府中市議会のほうでま

ちづくりに関して、賑わいづくりに資するという調査研究を行うために

議会で各委員会を横断した特別委員会を設置しております。 

      この中で歴史文化的記憶のエリア、はじまりの広場から国府跡の周辺

地にかかるエリア実現に向けた今後の具体的な計画についての質問を

委員会からいただきました。 

      これにつきましては、歴史文化的記憶のエリア、はじまりの広場、国

府跡の周辺地に関するエリアの賑わいの実現に向けては備後国府跡整

備基本計画に基づいて事業を継続しているところという回答をしてい

ます。 

      続いて、府中市歴史資料館運営審議会会議についてでございます。 

      これは８月７日にございました。 

      会議内容は、この運営審議会は、上下歴史文化資料館と土生の歴史民

俗資料館の運営管理に係りまして審議いただくものでございます。 

      この中で、委員から、市町の小規模資料館施設においては、来館者数

だけでは成果を測れないというところもあり、両館とも企画展など積極

的に行っているということに対する評価もいただきまして、そのうえで、

各学芸員が楽しく仕事をしてほしい、そのことで来館者の方も楽しくな

る、伝わるといった意見をいただいたところでございます。 

      ３点目、府中市備後国府跡調査研究指導委員の２年ごとの委嘱期間終

了に基づく９月１日よりの新規委員の選出に係るものでございます。 

      これは備後国府跡の解明について調査研究の指導をお願いしている委

員会ですけれども、委員が６名いらっしゃいまして、そのうちの２人が

今期末で退任されることとなり、新たに安間先生、神野先生、このお２

人に新任の委員として委嘱させていただくという報告です。以上３点で
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す。簡単ですが、説明は以上です。 

教育長   続いて、宮田課長。 

宮田課長  学校教育課でございます。 

      まず、資料の４のところに学校の状況等で生徒指導の諸問題について、

７月末時点での集計を載せております。 

      暴力行為、７月末で７件、昨年度が７月末までに１４件ということだ

ったので少し落ち着いた状況があると受け止めています。いじめの認知

件数が６件、昨年度は１０件ですが、いじめの場合は見えていないかも

しれないといった視点で繰り返し小さい事案もしっかりと見ていくこ

とで、いじめがあるかもしれないとしっかりと見ていただきたいという

ことを各学校に指導しております。 

      不登校児童生徒の状況についてですが、７月末時点で４０名です。昨

年度は同じ時期に３７名ということで、ほぼ同様の人数です。昨年度が

最終的に３月末までに９６名ということになっています。今年度の３月

までにどれだけ増えない環境をつくれるかといったところが一つの取

組の目安になろうかというふうに思っております。この時期、不登校の

数が上がっている報告ではありますが、昨年度よりも今年のほうが欠席

日数が減っていると、全体の数も必要なんですが、そこに視点を当てた

取組のほうが重要になってまいります。 

      先日も教頭研修会のほうも開催したんですが、来週、２６日から２学

期がスタートします。こういった２学期のスタートに向けて、児童生徒

に向けての取組をしっかりとしてもらいたいと、例えば、宿題ができて

いないということが学校へ行きにくいきっかけになることも相当数い

る。それが分かっているのであれば、できていなくても、これから学校

でしていこうねとかいうふうに、子供たちに、先が見えるような、学校

へ行くのがしんどいままでなく、できていなくても行ってやればいいん

だといった安心感を持たせて、まずは学校に来安くなるという取組を各

学校でしっかりしていくという指導を行っています。 

      また、子供の自殺者が一番多くなるのがこの９月１日、２学期のスタ

ートと毎年言われています。本当にいつどこで起きてもとおかしくない

という状況もありますので、子供たちの様子をしっかりと把握していく

という、できることをやっておくというところが必要な認識というふう

に思っております。 

      ２つ目の小中一貫教育全国サミットに向けては、各学校、しっかりと

取組を進めているところで、参加の申込みも始まっているところであり
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ます。 

      このサミットを成功するというのが大きな目標ではあるんですが、サ

ミットを通して各学校が学校力をどうアップさせていく、この先生をど

う成長させたいかという、先生方一人一人の人材育成というところにつ

なげてもらいたいというふうに考えます。 

      全国規模の研究大会を自分が教員をしている間に経験できるというの

は本当に貴重なことなんです。そういったときにその場に来れたという

ところは､ぜひそれを通して自分はこうだったなということが将来的に

自分のしっかりと指針につながってくれるものと、そういった声かけを

会議室のほうから、こういうふうな事業ができるというのは本当にラッ

キーなことではないのかといったところをしっかり意識づけの場にし

てもらいたいということを話しています。 

      最後、ＡＬＴの報告ですが、１学期を終えて２名のＡＬＴが帰国とい

う状況があります。第一中学校のジェイムズ先生が辞められた後に、も

う来日をしておられるんですが、カナダからブレイデン先生が来られて

います。もう１名、府中学園に勤めていただいたジェレミー先生は長年

府中市のＡＬＴを務めてくださっていましたがオーストラリアに帰ら

れました。その代わりにトリニダード・トバゴからナオミ先生、今月末

に配置予定です。全ての学校で、子供たちが自分、今までは巡回のＡＬ

Ｔだったのが自分の学校の先生だという意識がすごく高くなって、授業

ももちろんだけど、休憩時間に遊んだり、ほかの授業にも一緒に出たり

というところで、より身近にＡＬＴを感じることによって様々なことを

英語で話してみたいという意欲がすごく高まっている。中には校内放送

を英語の校内放送、給食時間の校内放送が英語の校内放送に挑戦する、

その指導をＡＬＴがするといったところも出てきています。また、ＡＬ

Ｔ担当の職員の働きかけのもとで、地域に出ていって、姿を見せてくれ

ていることも、地域のほうからも親しみやすいというところで好評をい

ただいているところです。以上でございます。 

教育長   それでは、報告事項等について何か御質問等はございますでしょうか。 

      私から。報告がありましたけれども、近年といいますか、不登校の要

因の一つに宿題というのが結構出てきて、いわゆる宿題の目的というの

も徐々に変わりつつあるのかなというふうに思っていまして、過去はど

ちらかと言うと、夏休みはしっかりと拘束をするということで、漢字を

ひたすら書く宿題であるとか、そういうことも場面、場面においては大

事なのかもしれないですけれども、夏季休業で何に時間を費やすのかと
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いうものも徐々に見直していく時期に入っていくのかなというふうに

思います。全国的には宿題を大幅に減らして自由研究、探究的に自分で

探していくような宿題を増やしていくというふうな流れもありますし、

一方で、毎日学習習慣をしっかりとつけられるような、なおかつ子供た

ちの力になる、子供たちが学ぼうとするような、目的にそって学べるよ

うな宿題というものを徐々に考えていかなければならないかなという

ふうに思っています。 

      どうも最近では、子供たちは使えないですけど、生成ＡＩとかで読書

感想文とか、瞬間的にできるようなものがあるということで、読書感想

文の宿題というのも考えていかないと、本当に読んだのだろうかという

のはもう、それが合っているかどうか分からないですけど、例えば走れ

メロスの読書感想文というので勝手に何文字以内でつくってくれるの

で、大抵合っている内容になっているということで、そうすると本来の

宿題の意味から少し外れてきたりするのかなということを思います。 

      森山委員のお子さんももう宿題は終わられたんですか。 

森山委員  あと何でしたっけ、自由研究、科学研究、あれに頭を悩ましています。

もう木曜日だって、今日の朝、頭を抱えていました。 

教育長   ありがとうございます。 

      それでは、連絡事項に移りたいと思います。 

      和田係長、お願いします。 

和田係長  次回の会議は、９月２４日火曜日１３時半から教育センターで開催さ

せていただきたいと思います。9 月末に小中一貫教育全国サミットを控

えておりますので、議事等の有無によっては、日程のほうの調整、もし

くは調整会議にさせていただく場合があるかもしれません。ご承知くだ

さい。次々回につきましては、１０月２４日の木曜日を予定として調整

等させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

      以上です。 

教育長   それでは、議案第２４号に入る前に、少しだけちょっと準備等も含め

まして休憩とさせていただきたいと思います。５分ぐらいでよろしいで

しょうか。では２５分再開でよろしくお願いいたします。 

 

議案第２４号 非公開 

 

教育長   そのほか何かありましたら御発言をお願いいたします。よろしいでし



15 

ょうか。 

      （なしの声） 

教育長   最後に、私のほうから、８月２９日木曜日に府中市に参議院議員の今

井絵理子議員が来られます。元ＳＰＥＥＤのメンバーです。府中学園に

今設置しているマザーズルームであるとか、府中明郷学園の教育も視察

に来られるということで、もともとマザーズルームを設置するきっかけ

になった議員さんでもありますし、そして、お子様が特別支援学級、障

害をお持ちのお子さんで今、プロレスラーらしいんですけど、今特に特

別支援教育について力を入れられているということで、縁あって先月で

すか、市長が上京したときにお会いして、ぜひ府中市に来てくださいと

いうことでお願いをしたら、分かりましたと２９日に来られるというこ

とです。発信力がある方なので、来ていただくということが目的ではな

くて、府中市でこういう取組に力を入れてやっているということをしっ

かり知ってもらって、発信してもらうということも共有させていただき

ます。 

森山委員  せっかくならコメントが欲しいですね、府中市教育に対するコメント。 

教育長   終日、宮田課長が一緒に入ってもらうので、しっかりとアピールも、

私も途中で同席しますので、いいポイントを出してもらえるようにした

いと思います。 

      それでは、事務局からよろしいでしょうか。 

      （なしの声） 

教育長   それでは、以上をもちまして、令和６年第９回の教育委員会会議を終

了いたします。大変お疲れさまでした。 

 


